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品名 

無停電電源装置 

型式 

BU2002RWL/BU3002RWL/BU5002RWL 

 

用途 

添付図面  

  

 

 

 

 

特記事項 

■本製品は、日本国内専用品です。 

・日本国外の電源には対応しておらず、日本国外での使用は故障、火災の原因となることがあります。また、

日本国外の法規制には対応しておりません。 

・日本国外への輸出および日本国外での使用は、お客様の判断と責任の下で行われるものとし、弊社は一切 

の責任を負いません。 

・お客様の判断により本製品を輸出（個人による携行を含む）される場合は、外国為替及び外国貿易法に基

づいて経済産業省の許可が必要となる場合があります。必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰

せられます。 

■本仕様書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

仕様書変更経歴 

仕様書の記載内容が変更された場合には、改正符号（アルファベット）を記入し、仕様書番号の 

末尾に改正符号と同じ符号をつけて処理しております。なお本仕様書の記載内容に影響を与え 

ない範囲での変更を行うことがありますので、予めご了承下さい。 

 

符 号 年  月  日    改  正  内  容 

A 2013 ・06 ・26 新規作成 

B 2014 ・06 ・19 仕様書有効期間追記 

C 2018 ・02 ・07 ラック運搬及び誘導性負荷の注記追加(P-32,37) 

Ｄ 2018 ・02 ・20 バッテリ容量の修正 （Ｐ－９） 

Ｅ 2018 ・12 ・25 特記事項の記載内容変更。自動シャットダウンソフト提供方法変更 

F 2019 ・04 ・23 BS信号注記追記（P-21，8-2項） 

G 2019 ・05 ・20 BS信号注記修正（P-21，8-2項） 

H 2019 ・06 ・10 特記事項の記載内容変更。CE表記削除。保証約款裁判管轄地変更 

I 2023 ・06 ・06 誤記訂正(P-9, 5-4 項) 
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１. 製品の用途 
 

1) 本製品は、パソコンなどのFA、OA機器に使用することを目的に設計・製造されています。 

以下のような、極めて高い信頼性や安全性が要求される用途には使用しないでください。 

・ 人命に直接関わる医療用機器。 

・ 人身の損傷に至る可能性のある用途。 

・ 車載、船舶など常に振動が加わる可能性がある用途。 

・ 故障すると社会的、公共的に重大な損害や影響を与える可能性のある用途。 

・ これらに準ずる機器。 

2) 人の安全に関与し、また公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などについては、システムの多重化、非

常用発電設備など、運用維持、管理について特別な配慮が必要となります。 

3) 特に信頼性の要求される重要なシステム等への使用に際しては、当社電子機器カスタマサポートセンタへご

相談ください。 

4)本製品は、日本国内専用品です。 

・本国外の電源には対応しておらず、日本国外での使用は故障、火災の原因となることがあります。 

また、日本国外の法規制には対応しておりません。 

・日本国外への輸出および日本国外での使用は、お客様の判断と責任の下で行われるものとし、弊社 

は一切の責任を負いません。 

・お客様の判断により本製品を輸出（個人による携行を含む）される場合は、外国為替及び外国貿易法 

  に基づいて経済産業省の許可が必要となる場合があります。必要な許可を取得せずに輸出すると同法に 

より罰せられます。 

・入力電源はAC200/208/220/230/240V（50/60Hz）を使用してください。 

・UL1778、VCCI Class Aには適合しておりますが、その他の海外の安全規格や電磁波障害などの規格／規制に 

は対応していません。 

 

 

２. 使用制限 
 

1) 高精度の入力周波数が要求される機器等では使用できません。 

2) 本仕様書に記載の使用条件、使用環境などを遵守してください。 

3) 装置の改造・加工は行わないでください。 

4) 本機をUL規格認定品としてご使用される場合、バッテリ交換の接続作業は、バッテリの危険性や注意すべき

ことを理解している人に依頼する、もしくはその人の監督の下でおこなってください。 
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３．機器の概要 
 

・ 本製品は、パソコンなどのFA、OA機器用として電源異常から機器を保護するための小型交流無停電電源装

置で、高力率 AC-AC コンバータ回路、バッテリ、DC-DC コンバータ回路および充電回路より構成されてい

ます。 

・ 本製品は常時インバータ給電方式（高効率）を採用し、商用電源を電力変換部で昇圧/降圧して交流出力を

供給します。 

・ 入力定格電圧はAC200/208/220/230/240V、入力定格周波数は50/60Hzです。  

・ 出力定格電圧は AC200/208/220/230/240/100Vです。出力周波数は 50/60Hzで、AC入力に同期した運転を

行ないます。 

・ 出力電圧設定がAC200/208/220/230/240V の場合の最大出力容量は、BU2002RWLで2000VA/1400W、BU3002RWL

で3000VA/2100W、BU5002RWLで5000VA/3500Wとなります。但し出力電圧設定がAC100Vの場合は、最大出

力容量はAC200/208/220/230/240V の50%となります。 

・ バックアップ時間（周囲温度 25℃、バッテリ初期値）は、BU2002RWLは 5分（1400W時）、BU3002RWLは 5

分（2100W時）、BU5002RWLは5分（3500W時）です。 

・ 自動切換えの直送バイパス出力を装備しており、オーバロード時、故障時に自動的に切替え、商用電源を

継続して出力して接続機器の停止を防止します。 

・ 出力電圧波形は正弦波出力であり、また電圧が常時インバータを経由し安定化して出力されるので、電源

環境の悪い場所等での使用に効果的です。また、高力率コンバータ回路の採用により入力高調波抑制基準

に適合しており他の電子機器にノイズなどの悪影響を与えません。 

・ バッテリには長寿命タイプの小形制御弁式鉛蓄電池を採用しています。 

（周囲温度25℃における期待寿命は5年です） 

・ 通信インタフェースは、シリアル通信（RS232C）／接点信号入出力を標準装備しています。 

（シリアル通信と接点信号は同時使用可能） 

・ 設置は、縦方向・横方向の2通りで使用可能です。 

縦置き用に縦置き用金具と、19インチラック取付金具を同梱しています。 

・ ユーザでのバッテリ交換が前面パネル側から可能です。 

・ 製品に添付しているシリアルケーブルを用いて本機とコンピュータを接続し、自動シャットダウンソフト

「PowerAct Pro」と組み合わせてご使用いただくと、自動待避処理に加え、次の動作が実現できます。 

(1) UPS本体の機能設定 

(2) スケジュール運転（自動起動・自動停止） 

(3) WWWブラウザソフトを使用してのローカル管理／リモート管理 

(4) 本機の動作状態を監視・表示・記録 

(5) 複数台のパソコンのシャットダウン 

(6) 複数台の本機の管理 

 

・オプション（別売品） 

1. 交換用バッテリ(パック) 型式名：BUB2002RW (BU2002RWL用、1個必要) 

     型式名：BUB3002RW (BU3002RWL用、1個必要) 

     型式名：BUB3002RW (BU5002RWL用、2個必要) 

2. SNMP/Webカード 型式名：SC20G (BU5002RWLは標準搭載) 

3. Windows UPSサービス用接続ケーブル 型式名：BUC26  

4. キャスターユニット 型式名：BUP5002RW 
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４．動作の概要 
 

1) 商用電源を一度直流に変換し、その直流電源でインバータ回路を運転し、交流出力（正弦波）を供給します。 

2) バッテリは充電回路により電源スイッチのON/OFFにかかわらず常時充電されます。 

3) 電源スイッチONにより電源出力を開始し、電源スイッチOFFにより出力を停止します。 

4) 停電あるいは入力電源異常時は、無瞬断でバッテリからの給電に切替り、交流出力（正弦波）を供給します。 

5) 停電、入力電源異常によるバッテリ運転で放電し電圧の低下したバッテリは商用電源回復後に自動再充電され、

次回の停電に備えます。 

6) バッテリの完全放電あるいは自動シャットダウンで運転を停止した場合、商用電源回復後に本製品は自動的に

再起動し電源出力を供給します。(自動再起動の禁止設定も可能です) 

7) オーバロード時は自動的にバイパス回路へ無瞬断で切替り、商用電源を接続機器に供給します。出力中にオー

バロードが解除されるとインバータ運転に自動復帰します。 

8) 内部回路故障時には、LCD表示、ブザーにて警報します。また電源出力が自動的にバイパス回路側へ無瞬断で

切替り、商用電源を接続機器に供給します。 

9) 定期的に実行される自己診断テスト機能、もしくはバッテリ寿命カウンタ機能によりバッテリの劣化を判定し、

バッテリの交換をLCD表示とブザーにて警報します。（自己診断テスト機能は、操作パネルを用いて、実施し

ないように設定することも可能です。） 
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５．仕様 
 

5-1. 方式 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

運転方式 常時インバータ給電方式（高効率）  

 冷却方式 強制空冷 

 

5-2. 交流入力 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

起動電圧範囲 

200V mode: AC160±2V～278±2V 

208V mode: AC167±2V～278±2V 

220V mode: AC176±2V～278±2V 

230V mode: AC184±2V～278±2V 

240V mode: AC192±2V～278±2V 

 

入力電圧範囲 

200V mode: AC170±2V～278±2V 

208V mode: AC177±2V～278±2V 

220V mode: AC186±2V～278±2V 

230V mode: AC194±2V～278±2V 

240V mode: AC202±2V～278±2V 

 

入力最大電流 

BU2002RWL: 11A 

BU3002RWL: 16A 

BU5002RWL: 27A 

定格負荷、最大充電電流、 

最小入力電圧時 

周波数 
50/60Hz±1/3/5/14%  

（工場出荷時は5%設定） 
 

相数 単相２線（アース付）  

入力過電流保護 

BU2002RWL: 15A 

BU3002RWL: 20A 

BU5002RWL: 30A 

リセットボタンタイプ 

過電流保護器 

AC入力接続 
BU2002RWL/BU3002RWL: 端子台 

BU5002RWL: 端子台（ACプラグ付） 
 

AC入力プラグ形状 

BU2002RWL/BU3002RWL: なし 

BU5002RWL: アース付3P ACプラグ 

NEMA L6-30P (30A)を装備 

 

AC入力コード 
BU2002RWL/BU3002RWL: なし 

BU5002RWL: 3P ACプラグコードを接続済み  
約3ｍ 
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5-3. 交流出力 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

容 

量 

出力定格容量（VA/W） 

[200/208/220/230/240V mode時] 

BU2002RWL:  2000VA / 1400W 

BU3002RWL:  3000VA / 2100W 

BU5002RWL:  5000VA / 3500W 

[100V mode時] 

BU2002RWL:  1000VA / 700W 

BU3002RWL:  1500VA / 1050W 

BU5002RWL:  2500VA / 1750W 

VA/Wともに左記上限値を超え

ないこと。 

電
圧 

出力電圧（実効値） 

200V mode： AC200V±2% 

208V mode： AC208V±2% 

220V mode： AC220V±2% 

230V mode： AC230V±2% 

240V mode： AC240V±2% 

100V mode： AC100V±5% 

 

ピーク電圧 

商用運転時 

200V mode： AC282V±2% 

208V mode： AC294V±2% 

220V mode： AC310V±2% 

230V mode： AC324V±2% 

240V mode： AC338V±2% 

100V mode： AC141V±5% 

 

バックアップ

運転時 

200V mode： AC282V±2% 

208V mode： AC294V±2% 

220V mode： AC310V±2% 

230V mode： AC324V±2% 

240V mode： AC338V±2% 

100V mode： AC141V±5% 

 

周

波      

数 

商用運転時 入力周波数に同期 
起動時に自動設定 

バックアップ運転時 50/60Hz±0.5Hz 

出力波形 正弦波  

停電／復電切替え時間 無瞬断  

全高調波歪率 
7%以下 （定格SPS負荷接続時） 

3%以下 （定格抵抗負荷接続時） 
 

相数 単相2線（アース付）  

直

送

切

替 

接続容量オー

バ検出 

商用運転時 定格容量の110%以上：瞬時直送切替 

オートリトランスファ方式 バックアップ 

運転時 
定格容量の110%以上：10秒で出力停止 

切替え時間 無瞬断 

内部温度異常、インバータ故

障、内部電圧異常、接続容量

オーバ時、制御回路異常・停

止時 

オートリトランスファ機能 
オーバーロード状態から定格容量以下に低

減するとバイパスからインバータへ復帰 
商用運転時のみ 

短絡保護 出力垂下、入力過電流保護器  

出力コンセント形状 

BU2002RWL/BU3002RWL： 端子台 

BU5002RWL：30A 2個(NEMA L6-30R) および

端子台 
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5-4. バッテリ 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

種類 小形制御弁式鉛蓄電池（長寿命タイプ）  

電圧 

BU2002RWL: DC48V (12V×4個) 

BU3002RWL: DC72V (12V×6個) 

BU5002RWL: DC72V (12V×6個) 2並列 

 

容量／電圧×個数 

BU2002RWL: 7.8Ah/12V×4個 

BU3002RWL: 7.8Ah/12V×6個 

BU5002RWL: 7.8Ah/12V×6個 2並列 

 

バックアップ時間 

BU2002RWL: 5分(1400W時) 

BU3002RWL: 5分(2100W時) 

BU5002RWL: 5分(3500W時) 

25℃、初期状態 

充 

電 

充電時間 
フル充電：12時間 

90%充電：8時間 
 

充電器動作 AC入力給電により充電 
電源スイッチOFF状態でも

充電する 

バッテリ交換 

本体正面より交換可能 

※交換用バッテリ（別売） 

BU2002RWL用 : 型式BUB2002RW (1個必要) 

BU3002RWL用 : 型式BUB3002RW (1個必要) 

BU5002RWL用 : 型式BUB3002RW (2個必要) 

 

 

5-5. インタフェース 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

表

示 

状態表示 128×64dot グラフィックLCD 

詳細は、７項を参照 
電源出力表示 緑LED１個：商用運転 

バイパス運転表示 黄LED１個：バックアップ運転 

バッテリ交換表示 赤LED１個：バッテリ交換 

ブ
ザ
ー 

 

1)連続鳴動 

2)連続鳴動 

3)鳴動 １回/4秒 

4)鳴動 １回/2秒 

5)鳴動 １回/1秒 

6)鳴動 １回/0.5秒 

表示との組合せで下記の状態を音で告知 

1) 故障 

2) オーバロードにより停止 

3) バックアップ中 

4) バッテリ交換 

5) バッテリロー 

6) オーバロード中 

詳細は、７項を参照 

通

信 
方式 

シリアル通信(RS-232C) 

接点信号入出力 

シリアル通信と接点信号は

同時使用可能 
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5-6. スイッチ 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

ス
イ
ッ
チ 

電
源
出
力 

位置 前面パネル操作部  

種類 押しボタン方式（タクトスイッチ） モーメンタリタイプ 

機能 ・ 電源出力開始 

・ 電源出力停止 
 

操
作
ス
イ
ッ
チ 

位置 前面パネル操作部  

種類 押しボタン方式（タクトスイッチ） モーメンタリタイプ 

機能 

・ 状態表示 

・ 設定確認/変更 

・ ブザー停止 

 

 

5-7. 環境 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

動作周囲温度 0℃～40℃   

動作周囲湿度 25%～85%RH（無結露）  

保管温度 -15℃～50℃（ﾊﾞｯﾃﾘｰ満充電）  

保管湿度 10%～90%RH（無結露）  

保管可能期間 6ヶ月 バッテリ満充電 

耐電圧 AC1500V 1分間  

絶縁抵抗 20MΩ以上 DC500V 

漏れ電流 3.5mA以下  

雷サージ耐量 対地間4kV / 線間2kV  

 

5-8. 規格 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

安全規格 

雑音端子電圧・放射妨害電界強度 

UL1778取得 

VCCI A種 
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5-9. その他 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

内部消費電力 

(無負荷時) 

BU2002RWL: 30W(通常)/95W(最大) 

BU3002RWL: 35W(通常)/130W(最大) 

BU5002RWL: 55W(通常)/245W(最大) 

(定格負荷時) 

BU2002RWL: 70W(通常)/145W(最大) 

BU3002RWL: 148W(通常)/265W(最大) 

BU5002RWL: 249W(通常)/480W(最大) 

 

騒音 
BU2002RWL/BU3002RWL: 45dB以下 

BU5002RWL: 50dB以下 
 

外形寸法  [mm] 

BU2002RWL: 幅430×奥行660×高さ88 mm 

BU3002RWL: 幅430×奥行660×高さ88 mm 

BU5002RWL: 幅430×奥行700×高さ132 mm 

※突起部含まず 

※高さにはゴム足含まず 

公差±1mm 

質量 

BU2002RWL: 約28kg 

BU3002RWL: 約33kg 

BU5002RWL: 約61kg 

 

バッテリ寿命 
期待寿命 5年 周囲温度25℃ 

期待寿命 2.5年 周囲温度35℃ 

 

5-10. 梱包仕様 

項 目 仕様・機能 規格／備考 

梱包箱外形寸法[mm] 

（本体） 

BU2002RWL: 幅550×奥行815×高さ295mm 

BU3002RWL: 幅550×奥行815×高さ295mm 

BU5002RWL: 幅545×奥行844×高さ253mm 

（バッテリ） 

BU5002RWL: 幅560×奥行730×高さ160mm 

公差±5mm 

梱包総質量 

BU2002RWL : 約34kg 

BU3002RWL : 約39kg 

BU5002RWL : 約33kg(本体)+40kg(ﾊﾞｯﾃﾘ) 

BU5002RWLは2分割梱包 
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６．各部の名称 
 

●前面 

＜BU2002RWL/BU3002RWL＞ 

 

＜BU5002RWL＞ 

 
＜操作部拡大＞ 

 

       

 



仕様書番号 K1L-Z-13161 I（13／40） 

 

 

●背面 

＜BU2002RWL＞ 

 
＜BU3002RWL＞ 

 
＜BU5002RWL＞ 

 

 

A. オプションスロット F. AC出力端子台 

B. 接点信号入出力ポート G. AC入力過電流保護スイッチ 

C. RS-２３２Cポート H. AC入力ケーブル 

D. 冷却ファン I. AC出力コンセント 

E. AC入力端子台 
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７．表示／ブザー・運転動作および機能設定 

7-1.LCD表示 

前面のLCD画面に、UPSの状態や操作メニューが表示されます。 

 

●ステータス画面 

 
 

●メニュー画面 

 
 

メニュー画面の基本操作 

スイッチ 内容 

[▲] [▼] 選択カーソルの上下移動、値の増減 

[ ] メニュー選択、値の決定 

[ESC] メニュー戻る、キャンセル 

 

7-2. 運転・停止方法と基本的な動作 

●「電源」スイッチが「切」の状態で、商用電源に接続し、本機に商用電源が供給された時 

・ アイコンが「 」となります。 

・ 電源出力停止。 

・ バッテリは自動充電を開始します。 

・ LCD画面にスタンバイ画面が表示されます。 
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● 運転開始方法 

本機の「電源」スイッチを3秒以上押し続けてください。 

・ 数秒後にインバータ運転で出力を開始します。 

・ 自己診断テストを実行します。 

・ 自己診断テストが正常に終了すれば、インバータ運転による通常運転状態になります。 

・ 自己診断テストを実行しなかった時は、すぐにインバータ運転になります。 

アイコン ブザー 出力 充電 説明 対処方法 

 
なし ON ON 

商用モード - 

・ 運転中は、バッテリは自動充電されます。 

 

● 停電時の動作 

・ 停電や入力電源異常が発生すると、自動的にバックアップ運転に切り替わり、バッテリからの電力で電源出

力を継続します。 

・ 状態表示およびブザーの断続鳴動でバックアップ運転を知らせます。 

 
 

● 停電が回復した時の動作 

・ 本機から電源出力している間に停電/入力電源異常が回復した時は、自動的に商用電源による出力に戻ります。

消費したバッテリは充電が開始されます。 

・ バッテリの電力を使い切って電源出力が停止したあと、停電/入力電源異常が回復した時は、本機は自動的に

再起動し電源出力を再開します。消費したバッテリは充電が開始されます。 

 

 

● 運転停止方法 

本機の「電源」スイッチを3秒以上押し続けると電源スイッチがオフになります。 

・ 本機からの電源出力が停止します。 

アイコン ブザー 出力 充電 説明 

 
なし OFF ON 「電源」スイッチオフ状態 

・ 「電源」スイッチを切っても、商用電源からACが供給されていれば、バッテリは自動的に充電されます。 
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● LCDのモード表示 

 

 
 

● 「負荷/バッテリ」レベルメータについて 

負荷レベルメータは、接続されている機器の接続容量をパーセントで表示します。 

BU2002RWL：2000VA/1400Wを100%とし、10段階で表示 

BU3002RWL：3000VA/2100Wを100%とし、10段階で表示 

BU5002RWL：5000VA/3500Wを100%とし、10段階で表示 

 
 

バッテリレベルメータは、バッテリ残量をパーセントで表示します。 
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7-2. ブザー音を一時停止する 

ブザーが鳴動時に、[ESC]スイッチを0.5秒以上押すとブザーが一時停止します。 

 

 

7-3. 自己診断テストの説明 

このテストでは本機の故障診断、バッテリ劣化のテストを行ないます。 

下記手順にて本機内部の回路故障、バッテリ交換の要否が確認できます。 

このテストは、「電源」スイッチを入れた時、もしくは自動で実施されます。（お客様で特別な操作は不要です）自動実行す

る場合のテスト周期は、商用電源に接続し、通電開始してから４週間に１回の間隔です。「電源」スイッチが切られている

場合は、テストは実施されません。 

 

(1) 自己診断テストの実施によって、自動的にバックアップ運転を開始します。（ブザーは鳴りません） 

テストが終了した後、自動的に通常運転状態に戻ります。 

(2) LCD画面にエラーのメッセージが表示された場合 

前記の対処方法にしたがって処置を行なってください。 

 
 

7-4. バッテリ寿命カウンタ機能の説明 

バッテリが交換時期に到達したら、LCD 表示とブザーでお知らせする機能です。バッテリ寿命カウンタは工場出荷時より

「AC入力」がONしている間カウントされます。（バッテリの周囲温度が 25℃より高い場合は、カウントは加速されます。） バ

ッテリが交換時期に到達した場合は、バッテリ交換ランプが点灯して、ブザーが鳴動します。 

※ バッテリ交換後は、必ずバッテリ寿命カウンタをリセットしてください。 
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7-5. 機能の状態表示および設定変更 
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８．信号入出力 

8-1. 信号出力の形式 

 
 

8-2. 信号入力の形式 

 
     （注）BS信号の入力は、UPSの入力電圧異常(停電など)発生を検知後に行ってください。 

         なお入力電圧異常はUPSのバックアップ信号(BU信号)出力の変化でも見ることができます。 

 

 

（注） 
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8-3. 信号入出力コネクタ（DSUB9Pメス） 

 

8-4. 信号入出力定格 

 

8-5. 信号入出力回路 
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8-6. 信号入出力回路使用例 

 

8-8.  信号入出力使用時のご注意、お願い 
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９．設置方法 
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１０．バックアップ時間 
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１１．回路ブロック図 
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１２．外形図 
 

● BU2002RWL/BU3002RWL ＜単位：mm ／公差 全長±2mm その他±1mm ＞ 

 
 

● BU5002RWL ＜単位：mm ／公差 全長±2mm その他±1mm ＞ 
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１３. 付属品・オプション品 

13-1．UPS本体（BU2002RWL/BU3002RWL/BU5002RWL） 

 

 

13-3．オプション品一覧 

内容 BU2002RWL BU3002RWL BU5002RWL 

交換用バッテリパック BUB2002RW BUB3002RW BUB5002RW 

（2個使用） 

SNMP/Webカード SC20G SC20G （標準搭載） 

接点信号入出力カード SC08 SC08 SC08 

WindowsのUPサービス用接続ケーブル BUC26 BUC26 BUC26 

キャスターユニット BUP5002RW BUP5002RW BUP5002RW 
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１４．保証契約約款 
 

はじめに 

保証契約約款（以下「本約款」）は、取扱い説明書にしたがった正常な使用をしていたにもかかわらず、「保証書」 

に記載した保証期間内において、製品（付属品等を除く）が故障した場合、本約款に明示した期間、条件の下において、

「無償修理」を行うことをお約束するものです。 

 

第1条 定義 

本約款で使われる用語の定義は次の各号の通りとします。 

①「保証書」とは製品名（商品名）や保証期間を予め記入した上で当社が無償修理を保証する旨を約したものを言いま

す。 

②「製品」とは当社製品として梱包されたもので本体部分（ACアダプタを含む）をいい、付属品等は除きます。 

③「故障」とはお客様が取扱説明書、本体貼付ラベル等の記載事項に従った正常な使用状態で正常に機能しない状

態をいいます。 

④「無償修理」とは製品が保証期間内に故障した場合、当社が無償にて行う故障個所の修理をいいます。 

⑤「有償修理」とは製品が保証期間外に故障した場合、お客様に費用を負担していただいて当社が行う故障個所の修

理をいいます。 

 

第2条 保証期間 

保証期間は、購入日より製品に同梱されている保証書に記載されている期日までとします。 

ただし、購入日及び販売店の署名または押印等が記載されていることを条件とします。 

 

第3条 保証の範囲 

3-1 保証の範囲は、本製品の修理、交換、または同等機能の製品との代替交換に限ります。 

3-2 当社の保証範囲は前記（3－1）記載をもって全てとし、故障によってお客様に生じた損害（事業利益の損失、業 

中断、情報の損失またはその他の金銭的損害を含むが、これらに限定されない）については、法律上の請求原因の

種類を問わず、いかなる場合においても当社は一切の責任を負わないものといたします。 

 

第4条 修理 

4-1 製品に故障が生じた場合、お客様が当該製品を当社指定の修理受付窓口に送付することにより、当社が修理を

行い、修理完了後にお客様の指定する場所（日本国内に限る）に発送するものとします。なお、送料は、無償及び有

償修理ともお客様から送付いただく場合はお客様のご負担（元払い）となります。修理後の送料は当社にて負担いた

します。 

4-2 当社は、本製品の修理に代えて当社の判断にて、本製品と同機種の交換または同等機能の製品との代替交換を

行うことができるものとします。 

4-3 当社は本製品の修理を実施するにあたり、パーツ交換（ボード、モジュールを含む）によって修理を行うことができる

ものとし、交換された旧パーツは当社の新パーツはお客株所有の財産となります。なお、パーツ交換に代えて同機種

または同等機能製品と交換した場合も交換対象の製品は当社の、代替製品はお客様の所有の財産となります。 

 

第5条 保証の不適用 

保証期間内であっても、以下の場合は無償修理の対象外とさせていただきます。 

5-1 使用上の誤り、及び当社の事前承諾なしになされた修理、改造や付加による故障、及び損傷。 

5-2 お買い上げ後の落下、取扱いの不注意などによる故障及び損傷。 

5-3 火災・地震・風水害・落雷及びその他の天災地変、公害、塩害、及び通常基準を超える異常な物理的もしくは電

気的負荷が加えられたことによる故障及び損傷。 

5-4 修理依頼の際、保証書のご提示をいただけない場合。及び以下の各号に該当する場合。 

  ①保証書の有効期限が終了している場合。 

  ②保証対象物件の形式・製造番号が修理を行う物件のそれと一致しない場合。 

  ③保証書の内容を明らかに改ざんしたと思われる場合。 

④保証書に、所定記入事項（お買い上げ年月日、お客様名、販売店名）の記入のない場合、あるいは字句を不当に

書き換えられた場合。 
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5-5 消耗部品、自然劣化により故障したもの。ただし、個別に保証契約を締結するか、または個別に保証の範囲 

 を定めている場合はその個別の契約または定めに従うものとする。 

5-6 故障の原因が本製品以外に起因する場合。 

 

第6条 準拠法 

本約款の解釈は日本国の法令が適用されるものとします。 

 

第7条 裁判管轄 

本約款に関する訴訟の第一審合意管轄裁判所は東京地方裁判所とします。 

 

第8条 有効範囲 

本約款は、使用可能国にて発生した故障の場合のみ有効とします。 
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１５．安全上のご注意 
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仕様書番号 K1L-Z-13161 I（37／40） 
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１６．自動シャットダウン機能 

16-1．自動シャットダウンソフトについて 
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16-2．接続方法 

＜RS232C接続＞ 

 

＜接点信号接続＞ 
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１７．SNMP／Webカード 

 

 

 

 

 


